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１．はじめに 

本研究では、SDGs の目標 7「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」の実現を目指

し、エネルギー消費の削減に関する取り組みを行った。具体的には、環境科学科で学ん

だ知識を活かし、レースに出場するエコカーの改良を実施し、エネルギー当たりの走行

距離を延ばすことを目的とした。また、改良の効果を検証するため、実際にレースに出

場し、その結果を分析した。  

本研究では、エコカーのエネルギー消費削減に関する提案に加え、車両の改良作業を

通じて工具の使用方法を習得し、エネルギーマネジメントの知識を深めることも目的の

一つとした。エコカーの開発・改良の実践的な経験を積むことで、今後の技術発展に貢

献できる人材育成にも寄与する。  

 

２．研究の背景と意義  

近年、環境問題が深刻化しており、特に二酸化炭素（ CO2）排出量の削減が求められて

いる。交通分野では、ガソリン車から電動車両への移行が進んでいるが、電動車両の開

発には高いコストがかかるほか、製造過程における環境負荷も無視できない。特に、電

気自動車に使用されるバッテリーの生産と廃棄に伴う環境問題が課題となっている。  

そのため、現在の技術においては、単に電動車両を増やすだけでなく、エネルギー効

率の向上によって走行距離を延ばし、電力消費を最小限に抑えることが重要である。本

研究では、エコカーの走行抵抗を低減することにより、エネルギーの有効利用を促進し、

環境負荷の低減に貢献することを目的とする。また、実際のレースを通じて、得られた

データを基にエネルギー消費効率向上のための具体的な提案を行う。  

 

３．研究の目的  

本研究の主な目的は以下の３点である。  

(1) 低コストかつ環境負荷の少ない電動自転車の開発  

既存のエコカーを改良、調整し、効率のよいエネルギーの使用方法を確立する。  

低コストでの電動化を実現し一般ユーザーにも導入しやすいエコカーを考案する。 

(2) 実践的な機械工学・電気工学の学習  

実際の車両の改良、調整行うことで、車の設計やエネルギーマネジメントの基礎

を学ぶ。  

バッテリーの管理、エネルギー効率の最適化について実験を行い、技術的な理解

を深める。  



(3) 実証試験を通じた性能評価と改善  

Econo Power in GIFU および高等学校エコカーレース総合大会に出場し、競技形

式での性能評価を行う。  

実際の走行データを取得し、問題点を洗い出しながら改良を重ねる。  

 

４．研究内容  

(1) エコカーレース及びエコカーとは 

本研究で出場した、Econo Power in GIFU

および高等学校エコカーレース総合大会

での車体のレギュレーションは、全高：

1.6m 以下、全幅： 1.2m 以下、全長： 3.0m 

以下、軸距及び輪距：特に定めず、３輪以

上で停止・走行時にかかわらず自立できる

構造であることなどの基本的な構造のレ

ギュレーションがある。また、使用できる

エ ネ ル ギ ー は 、 端 子 電 圧 12 Ｖ 容 量

3.0Ah/10HR を一つと決められている。それぞれのレースで走行時間、ドライバーの重

量などの細かい違いはある、が同じ車体を使用してギア比の変更により対応している。 

 

(2) 研究の詳細（技術や方法論）  

本研究では、既存のエコカーを改良、調整し、効率  

 のよいエネルギーの使用方法の確立を目指した。具体   

的な方法論として、以下の点に着目した。  

ア  アライメントの適正化と検証  

３輪のアライメントを抵抗値の少ないセッティング  

を実験によって検証。  

レースに出場して走行可能距離が増加するか検証。  

イ   適正ギア比の考察と検証  

昨年度のデータから、それぞれのレースに最適なギア  

比の考察。  

レースに出場して検証しさらに翌年への考察。  

ウ   エネルギーマネジメント  

走行後の電圧から、消費電力を考察して翌年へのデー  

タとする。  

試走時はワットメーターを使用し、エネルギー消費を

モニタリングすることにより各変更による走行抵抗

の変化を目視化する。  



エ   試走と改良  

試走により、カウルの作り直しで走行抵抗が減少し

たのを確認。試走によりメーターを目視しながらの

走行には高度な技術が必要となることを確認。  

 

５．成果の分析と考察  

本研究の成果を分析することで、得られた知見や課題を   

明確にした。  

(1) アライメントの適正化と走行抵抗  

アライメントを適正化「フロントのトーを０とする、   

リアのアライメントを車体に対してまっすぐに調整す  

ることにより走行抵抗が減少する。  

(2) 空力性能と走行抵抗  

カウルを作り直すことにより空気抵抗を削減できる。  

さらに流線型のカウルを作ることにより、空気抵抗を削   

減できると考えられるが、FRP で型を作るなど困難な作  

業が必要となる。  

(3) ギア比の最適化による走行距離の増加  

コース、走行時間、重量などから最適なギア比を選択することにより走行距離を増  

加させることができた。現在の組み合わせではギア比の変更幅が大きいので今後の課題

となった。  

(4) 長期使用によるモーターの劣化  

令和４年度まで使用して  

いたモーターは、何年間も使    

用してきたものであったの、  

今回のプロジェクトにあた  

り新品のモーターを使用し  

て走行させることができて  

走行時の使用電力の削減が  

できたため、モーターの劣化  

が確認できた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．まとめと展望  

(1) 研究の結論  

本研究では、過去に製作したエコカーの走行抵抗軽減、エネルギーマネジメントを最  

適化してレースに挑んだ。その結果、以下の主要な成果が得られた。  

ア  適正なアライメントによる走行抵抗の軽減が可能であることを示せた。  

イ  ギア比変更によるエネルギーマネジメントの最適化により、平均速度の向上を実  

現した。  

ウ  カウル形状の見直しにより空気抵抗の軽減を行えた。  

エ  Econo Power in GIFU および高等学校エコカーレース総合大会で上位入賞できた。 

(2) 今後の展望  

ア  ギアセッティングによるエネルギーマネジメントの高度化。  

イ  カウルの空気抵抗軽減と高効率。  

ベアリングへの変更による走行抵抗のさらなる軽減。  

ウ  モーターの消費電力軽減方法の確立。  
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